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論文審査の要旨 

 

本研究は法医解剖における血中エタノール濃度測定において、死亡前に摂取したアル

コールと死体に繁殖した微生物によるエタノールの死後産生を鑑別する手法として、剖

検例から採取した心臓血中のアルコール濃度測定と次世代シーケンサーによる

16SrRNA（16S）遺伝子領域を用いた細菌叢解析（メタ 16S 解析）を行い、両者の関連を

検討している。88 試料のメタ 16S 解析の結果、総数 1,065 の細菌属を同定し、アルコー

ルの死後産生は 16S コピー数、つまり細菌量が多いほど起こりやすく、エタノール産生

に関与する細菌叢、エタノール産生と同時に 1-プロパノールの産生に関与細菌叢を同定

している。死体血から 1-プロパノールが検出されればエタノールの死後産生が起きてい

ると判断しても差し支えないと考えられるが、エタノールのみ検出された際はエタノー

ル産生菌の存在を否定する必要性が示唆された。 

公聴会では死体血中エタノールの経時変化、真菌の関与の可能性、消化管より遠位にあ

る大腿静脈血での検討、死体損傷部から採取された廃血サンプルの場合における皮膚常

在菌の影響、さらに、今後の法医実務への応用におけるコストの課題、といった点につ

いて議論されたが、いずれも適切な考察に基づいた回答を得た。 

以上、本研究は死体血における細菌叢とアルコール産生の関係を分析した最初の試みで

あり、生前の飲酒か死後の細菌産生によるものか、といった法医学上の課題に貢献し、

今後のさらなる発展が期待されることから、博士（医学）の学位に値すると評価できる. 
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以上、主論文に報告された研究成績は、参考論文とともに法医科学の進歩に寄与すると

ころが大きいと認める。 
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